
内 部 卓 話 
「子どもシェルターモモのこれからの10年について」 野　田　洋　市  会員
•ミッション
　子ども自身の選択による自立を支援する。（困難をかかえる子ども）
•ビジョン
　ミッション実現の為、安定的な組織体制を構築する。部門別損益を導入し、各部門が収支均衡を整える。各
部門間の協力体制を構築する。
部門とは　モモの家 :年間に12名以上の新規利用を職員３名とボランティアで支える。

あてんぽ :利用者常時５名以上を職員４名とボランティアで支える。
学南ホーム:利用者常時５名以上を職員４名とボランティアで支える。
en :新たに拠点を設けて、利用者70名を職員２名とボランティアで支える。
　　　　　　（アフターケアとして卒業者のフォローをする。）
事務局 :職員３名（内２名は兼務）主に助成金事業を実施。

•バリュー　　それぞれの子どもを孤立させない為に各部門間で連携する。
•行動計画　①利用目標数達成のために運用ルール変更する。（特にスマホの預かり）

②組織の若返りと優秀な職員の確保、職員待遇改善。
③経営者団体とのセッションを企画して協力企業を募る。
④認定NPO法人の優遇税制の広報と支援、寄付を広く依頼する。
⑤就労支援、 職業訓練が可能な仕組みをつくる。（新規物件）

•中長期計画（これからのモモの10年）
⒈ 新規物件確保とアフターケアの充実（2021～22年度）
休眠預金整理に伴う支援（約2000万円）により現本部から近い岡町に4LDKを求め各ホームや施設から社
会へ送り出した子どもがつまずいても再チャレンジ出来るよう就労・生活・学習支援をする。

⒉社会福祉法人格を取得し社会福祉法人「子どもシェルターモモ」を目指す。（3年以内の計画）
・資産、 資本要件あり。 ガバナンス強化が必須。
⒊「子ども村」を創設する。（5年から10年）…みんなの夢。
・福岡にモデルあり。　廃校，とか。
・実家に帰ったような雰囲気（いつでも家族が泊まれる）
⒋財政、その他（口頭にて）…詳細は控えさせていただきす。

出席の状況　
会 員 数　47名（内出席免除者　０名） 出席者数　34名
欠席者数　13名 出 席 率　72.34％　　前々回訂正　90.91％　　
　　欠 席 者　福元，花房，入江，鴨井，楠，三宅，森本，奥田，末吉，田原，竹本，山田，与田

会 長 報 告 会　長　平　松　　　信
　友好クラブ京都朱雀RCの奥平昭智（おくひらあきとも）様（当年93歳）が、令和3年3月18日㈭
にお亡くなりになりました。ご入会は平成8年3月13日ですので、25年間ロータリアンとしてご指導
いただきましたこと深く感謝申し上げます。ご葬儀は家族葬にて3月21日に執り行われました。衷
心よりご冥福をお祈り申し上げます。
　令和3年は3月20日が春分の日でしたので、春の彼岸の入りは3日前の3月17日でした。春分の日を中日とした前
後3日、計7日間が春の彼岸の期間ですので、明日の23日までとなります。
　　「毎年よ彼岸の入りに寒いのは」（正岡子規）
「彼岸の入りを迎えたのにまだ寒いね」と、母親の八重様に話すと、「毎年よ、彼岸の入りに寒いのは」と言われた
そうです。それを切り出して一句にしています。自分でも知らないうちに俳句を詠んでいる。ここに俳句の原点があ
るようです。
　「毎年よ新型コロナ対策は」インフルエンザと同じく、新型コロナウイルスについても毎年安定した対策ができる
ように期待しています。首都圏の1都3県の緊急事態宣言が昨日解除されましたが、コロナ禍での対策について
RCとしては最善を尽くしていきたいと願っています。そのため、例会、クラブ内外行事における対応をよろしくお願
いいたします。
 令和3年3月27日に予定されていました第8・第9グループ合同インターシティ・ミーティングの研修テキスト（当クラブ
の活動状況を鈴木幹事が記載）を会員の皆様と確認するように、川本平山第9グループガバナー補佐より連絡を
いただきました。
　本日の内部卓話は、S.A.A.の野田洋市会員で、「子どもシェルターモモのこれからの10年について」です。野田
会員は、川西熊雄会員と岡本和夫会員の推薦により、平成30年1月10日に岡山北西RCに入会されました。
　職業分類は経営管理ですので、とてもしっかりされています。言われることに筋が通っていて、行動が理に適っ
ています。野田会員と私は同じ年の丑年生まれで、私は動きが遅い“こって牛”ですが、野田会員は、まさに“呑牛
之気（どんぎゅうのき）”　牛を丸吞みにするほどに大きな心意気という意味のごとく、やる気に満ち溢れています。
　尊敬の念が尽きない野田会員から、卓話をしていただくのを楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいた
します。

幹 事 報 告 幹　事　鈴　木　一　生
① 京都朱雀RC、奥平昭智様が3月18日㈭ご逝去されました。 ご葬儀は3月21日㈰家族葬で
執り行われましたのでお知らせいたします。

② 米山記念奨学会より、クラブと藤岡会員に委嘱状がとどいております。
③ 第8・9グループ合同IM研修テキストが届いておりますので配付しております。今年度のIM
は紙面での開催となりましたので、研修テキストにお目通しいただき、各自で研修をお願いいたします。

④ 例会出欠確認表を回覧いたします。当日変更があっても構いませんので、お手数ですが、出欠をご記入くだ
さいますようお願いいたします。

⑤ 京都朱雀RC事務局移転のお知らせ、合同IM研修テキスト配布と研修のお願い、他クラブ週報を回覧いた
します。

⑥ 次週29日㈪は、12:30から通常例会を開催いたします。プログラムは国際奉仕のクラブフォーラムとなっており
ますので、よろしくお願いいたします。

スマイル報告　
平松会長 : 京都朱雀RC奥平昭智様のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

藤岡温会員が奨学生のカウンセラーに委嘱されましたことに感謝申し上げます。
野田洋市会員の卓話をとても楽しみにしています。

鈴木幹事 : 京都朱雀RC奥平会員のご逝去に対し謹んでご冥福を申し上げます。
本日は子どもシェルターモモについての卓話、野田会員、宜しくお願いいたします。
IMテキスト作成にご協力頂いた会員の皆様、ありがとうございました。

野田会員 : 子どもの貧困と虐待に対し自民党の有志議員がこども庁の創設を提言し、まとめた事にエールを送り
スマイルいたします。

相原会員 : 本日、内部卓話をしていただきます野田S.A.A.の、子どもシェルターモモでのご活躍に敬意を表しスマ
イルさせていただきます。

横山会員 : 先週の週報に”あした彩”の例会の記事が載っていました。卒業生は最後の例会だったようで後輩に
向けての感謝の言葉を読んで感動しました。これからも頑張って下さい。

久松会員 : 昨日、備前焼を作りに行きました。焼くのはまだ先になりますが、集中力が増し、心が落ち着きました。友
人の工房ですので作ってみたい方がいらっしゃいましたらお声かけください。

児島会員 : 本日もスマイルしていただきました皆様に感謝してスマイルします。
 7件73,465円（累計1,022,500円）

創立30周年記念式典実行委員会　 　米山奨学生カウンセラー委嘱状授与
委員長　堀　川　辰　也

　創立30周年記念式典の日程が決定
しましたので、ご報告致します。
　令和４年５月８日㈰になります。
ゴールデンウィークと重なりますが、皆様日程の
調節をよろしくお願いいたします。
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　　　　　　（アフターケアとして卒業者のフォローをする。）
事務局 :職員３名（内２名は兼務）主に助成金事業を実施。

•バリュー　　それぞれの子どもを孤立させない為に各部門間で連携する。
•行動計画　①利用目標数達成のために運用ルール変更する。（特にスマホの預かり）

②組織の若返りと優秀な職員の確保、職員待遇改善。
③経営者団体とのセッションを企画して協力企業を募る。
④認定NPO法人の優遇税制の広報と支援、寄付を広く依頼する。
⑤就労支援、 職業訓練が可能な仕組みをつくる。（新規物件）

•中長期計画（これからのモモの10年）
⒈ 新規物件確保とアフターケアの充実（2021～22年度）
休眠預金整理に伴う支援（約2000万円）により現本部から近い岡町に4LDKを求め各ホームや施設から社
会へ送り出した子どもがつまずいても再チャレンジ出来るよう就労・生活・学習支援をする。

⒉社会福祉法人格を取得し社会福祉法人「子どもシェルターモモ」を目指す。（3年以内の計画）
・資産、 資本要件あり。 ガバナンス強化が必須。
⒊「子ども村」を創設する。（5年から10年）…みんなの夢。
・福岡にモデルあり。　廃校，とか。
・実家に帰ったような雰囲気（いつでも家族が泊まれる）
⒋財政、その他（口頭にて）…詳細は控えさせていただきす。

出席の状況　
会 員 数　47名（内出席免除者　０名） 出席者数　34名
欠席者数　13名 出 席 率　72.34％　　前々回訂正　90.91％　　
　　欠 席 者　福元，花房，入江，鴨井，楠，三宅，森本，奥田，末吉，田原，竹本，山田，与田

会 長 報 告 会　長　平　松　　　信
　友好クラブ京都朱雀RCの奥平昭智（おくひらあきとも）様（当年93歳）が、令和3年3月18日㈭
にお亡くなりになりました。ご入会は平成8年3月13日ですので、25年間ロータリアンとしてご指導
いただきましたこと深く感謝申し上げます。ご葬儀は家族葬にて3月21日に執り行われました。衷
心よりご冥福をお祈り申し上げます。
　令和3年は3月20日が春分の日でしたので、春の彼岸の入りは3日前の3月17日でした。春分の日を中日とした前
後3日、計7日間が春の彼岸の期間ですので、明日の23日までとなります。
　　「毎年よ彼岸の入りに寒いのは」（正岡子規）
「彼岸の入りを迎えたのにまだ寒いね」と、母親の八重様に話すと、「毎年よ、彼岸の入りに寒いのは」と言われた
そうです。それを切り出して一句にしています。自分でも知らないうちに俳句を詠んでいる。ここに俳句の原点があ
るようです。
　「毎年よ新型コロナ対策は」インフルエンザと同じく、新型コロナウイルスについても毎年安定した対策ができる
ように期待しています。首都圏の1都3県の緊急事態宣言が昨日解除されましたが、コロナ禍での対策について
RCとしては最善を尽くしていきたいと願っています。そのため、例会、クラブ内外行事における対応をよろしくお願
いいたします。
 令和3年3月27日に予定されていました第8・第9グループ合同インターシティ・ミーティングの研修テキスト（当クラブ
の活動状況を鈴木幹事が記載）を会員の皆様と確認するように、川本平山第9グループガバナー補佐より連絡を
いただきました。
　本日の内部卓話は、S.A.A.の野田洋市会員で、「子どもシェルターモモのこれからの10年について」です。野田
会員は、川西熊雄会員と岡本和夫会員の推薦により、平成30年1月10日に岡山北西RCに入会されました。
　職業分類は経営管理ですので、とてもしっかりされています。言われることに筋が通っていて、行動が理に適っ
ています。野田会員と私は同じ年の丑年生まれで、私は動きが遅い“こって牛”ですが、野田会員は、まさに“呑牛
之気（どんぎゅうのき）”　牛を丸吞みにするほどに大きな心意気という意味のごとく、やる気に満ち溢れています。
　尊敬の念が尽きない野田会員から、卓話をしていただくのを楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいた
します。

幹 事 報 告 幹　事　鈴　木　一　生
① 京都朱雀RC、奥平昭智様が3月18日㈭ご逝去されました。 ご葬儀は3月21日㈰家族葬で
執り行われましたのでお知らせいたします。

② 米山記念奨学会より、クラブと藤岡会員に委嘱状がとどいております。
③ 第8・9グループ合同IM研修テキストが届いておりますので配付しております。今年度のIM
は紙面での開催となりましたので、研修テキストにお目通しいただき、各自で研修をお願いいたします。

④ 例会出欠確認表を回覧いたします。当日変更があっても構いませんので、お手数ですが、出欠をご記入くだ
さいますようお願いいたします。

⑤ 京都朱雀RC事務局移転のお知らせ、合同IM研修テキスト配布と研修のお願い、他クラブ週報を回覧いた
します。

⑥ 次週29日㈪は、12:30から通常例会を開催いたします。プログラムは国際奉仕のクラブフォーラムとなっており
ますので、よろしくお願いいたします。

スマイル報告　
平松会長 : 京都朱雀RC奥平昭智様のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

藤岡温会員が奨学生のカウンセラーに委嘱されましたことに感謝申し上げます。
野田洋市会員の卓話をとても楽しみにしています。

鈴木幹事 : 京都朱雀RC奥平会員のご逝去に対し謹んでご冥福を申し上げます。
本日は子どもシェルターモモについての卓話、野田会員、宜しくお願いいたします。
IMテキスト作成にご協力頂いた会員の皆様、ありがとうございました。

野田会員 : 子どもの貧困と虐待に対し自民党の有志議員がこども庁の創設を提言し、まとめた事にエールを送り
スマイルいたします。

相原会員 : 本日、内部卓話をしていただきます野田S.A.A.の、子どもシェルターモモでのご活躍に敬意を表しスマ
イルさせていただきます。

横山会員 : 先週の週報に”あした彩”の例会の記事が載っていました。卒業生は最後の例会だったようで後輩に
向けての感謝の言葉を読んで感動しました。これからも頑張って下さい。

久松会員 : 昨日、備前焼を作りに行きました。焼くのはまだ先になりますが、集中力が増し、心が落ち着きました。友
人の工房ですので作ってみたい方がいらっしゃいましたらお声かけください。

児島会員 : 本日もスマイルしていただきました皆様に感謝してスマイルします。
 7件73,465円（累計1,022,500円）

創立30周年記念式典実行委員会　 　米山奨学生カウンセラー委嘱状授与
委員長　堀　川　辰　也

　創立30周年記念式典の日程が決定
しましたので、ご報告致します。
　令和４年５月８日㈰になります。
ゴールデンウィークと重なりますが、皆様日程の
調節をよろしくお願いいたします。
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前回３月22日の例会記録前回３月22日の例会記録

３月お祝い行事



内 部 卓 話 
「子どもシェルターモモのこれからの10年について」 野　田　洋　市  会員
•ミッション
　子ども自身の選択による自立を支援する。（困難をかかえる子ども）
•ビジョン
　ミッション実現の為、安定的な組織体制を構築する。部門別損益を導入し、各部門が収支均衡を整える。各
部門間の協力体制を構築する。
部門とは　モモの家 :年間に12名以上の新規利用を職員３名とボランティアで支える。

あてんぽ :利用者常時５名以上を職員４名とボランティアで支える。
学南ホーム:利用者常時５名以上を職員４名とボランティアで支える。
en :新たに拠点を設けて、利用者70名を職員２名とボランティアで支える。
　　　　　　（アフターケアとして卒業者のフォローをする。）
事務局 :職員３名（内２名は兼務）主に助成金事業を実施。

•バリュー　　それぞれの子どもを孤立させない為に各部門間で連携する。
•行動計画　①利用目標数達成のために運用ルール変更する。（特にスマホの預かり）

②組織の若返りと優秀な職員の確保、職員待遇改善。
③経営者団体とのセッションを企画して協力企業を募る。
④認定NPO法人の優遇税制の広報と支援、寄付を広く依頼する。
⑤就労支援、 職業訓練が可能な仕組みをつくる。（新規物件）

•中長期計画（これからのモモの10年）
⒈ 新規物件確保とアフターケアの充実（2021～22年度）
休眠預金整理に伴う支援（約2000万円）により現本部から近い岡町に4LDKを求め各ホームや施設から社
会へ送り出した子どもがつまずいても再チャレンジ出来るよう就労・生活・学習支援をする。

⒉社会福祉法人格を取得し社会福祉法人「子どもシェルターモモ」を目指す。（3年以内の計画）
・資産、 資本要件あり。 ガバナンス強化が必須。
⒊「子ども村」を創設する。（5年から10年）…みんなの夢。
・福岡にモデルあり。　廃校，とか。
・実家に帰ったような雰囲気（いつでも家族が泊まれる）
⒋財政、その他（口頭にて）…詳細は控えさせていただきす。

出席の状況　
会 員 数　47名（内出席免除者　０名） 出席者数　34名
欠席者数　13名 出 席 率　72.34％　　前々回訂正　90.91％　　
　　欠 席 者　福元，花房，入江，鴨井，楠，三宅，森本，奥田，末吉，田原，竹本，山田，与田

会 長 報 告 会　長　平　松　　　信
　友好クラブ京都朱雀RCの奥平昭智（おくひらあきとも）様（当年93歳）が、令和3年3月18日㈭
にお亡くなりになりました。ご入会は平成8年3月13日ですので、25年間ロータリアンとしてご指導
いただきましたこと深く感謝申し上げます。ご葬儀は家族葬にて3月21日に執り行われました。衷
心よりご冥福をお祈り申し上げます。
　令和3年は3月20日が春分の日でしたので、春の彼岸の入りは3日前の3月17日でした。春分の日を中日とした前
後3日、計7日間が春の彼岸の期間ですので、明日の23日までとなります。
　　「毎年よ彼岸の入りに寒いのは」（正岡子規）
「彼岸の入りを迎えたのにまだ寒いね」と、母親の八重様に話すと、「毎年よ、彼岸の入りに寒いのは」と言われた
そうです。それを切り出して一句にしています。自分でも知らないうちに俳句を詠んでいる。ここに俳句の原点があ
るようです。
　「毎年よ新型コロナ対策は」インフルエンザと同じく、新型コロナウイルスについても毎年安定した対策ができる
ように期待しています。首都圏の1都3県の緊急事態宣言が昨日解除されましたが、コロナ禍での対策について
RCとしては最善を尽くしていきたいと願っています。そのため、例会、クラブ内外行事における対応をよろしくお願
いいたします。
 令和3年3月27日に予定されていました第8・第9グループ合同インターシティ・ミーティングの研修テキスト（当クラブ
の活動状況を鈴木幹事が記載）を会員の皆様と確認するように、川本平山第9グループガバナー補佐より連絡を
いただきました。
　本日の内部卓話は、S.A.A.の野田洋市会員で、「子どもシェルターモモのこれからの10年について」です。野田
会員は、川西熊雄会員と岡本和夫会員の推薦により、平成30年1月10日に岡山北西RCに入会されました。
　職業分類は経営管理ですので、とてもしっかりされています。言われることに筋が通っていて、行動が理に適っ
ています。野田会員と私は同じ年の丑年生まれで、私は動きが遅い“こって牛”ですが、野田会員は、まさに“呑牛
之気（どんぎゅうのき）”　牛を丸吞みにするほどに大きな心意気という意味のごとく、やる気に満ち溢れています。
　尊敬の念が尽きない野田会員から、卓話をしていただくのを楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいた
します。

幹 事 報 告 幹　事　鈴　木　一　生
① 京都朱雀RC、奥平昭智様が3月18日㈭ご逝去されました。 ご葬儀は3月21日㈰家族葬で
執り行われましたのでお知らせいたします。

② 米山記念奨学会より、クラブと藤岡会員に委嘱状がとどいております。
③ 第8・9グループ合同IM研修テキストが届いておりますので配付しております。今年度のIM
は紙面での開催となりましたので、研修テキストにお目通しいただき、各自で研修をお願いいたします。

④ 例会出欠確認表を回覧いたします。当日変更があっても構いませんので、お手数ですが、出欠をご記入くだ
さいますようお願いいたします。

⑤ 京都朱雀RC事務局移転のお知らせ、合同IM研修テキスト配布と研修のお願い、他クラブ週報を回覧いた
します。

⑥ 次週29日㈪は、12:30から通常例会を開催いたします。プログラムは国際奉仕のクラブフォーラムとなっており
ますので、よろしくお願いいたします。

スマイル報告　
平松会長 : 京都朱雀RC奥平昭智様のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

藤岡温会員が奨学生のカウンセラーに委嘱されましたことに感謝申し上げます。
野田洋市会員の卓話をとても楽しみにしています。

鈴木幹事 : 京都朱雀RC奥平会員のご逝去に対し謹んでご冥福を申し上げます。
本日は子どもシェルターモモについての卓話、野田会員、宜しくお願いいたします。
IMテキスト作成にご協力頂いた会員の皆様、ありがとうございました。

野田会員 : 子どもの貧困と虐待に対し自民党の有志議員がこども庁の創設を提言し、まとめた事にエールを送り
スマイルいたします。

相原会員 : 本日、内部卓話をしていただきます野田S.A.A.の、子どもシェルターモモでのご活躍に敬意を表しスマ
イルさせていただきます。

横山会員 : 先週の週報に”あした彩”の例会の記事が載っていました。卒業生は最後の例会だったようで後輩に
向けての感謝の言葉を読んで感動しました。これからも頑張って下さい。

久松会員 : 昨日、備前焼を作りに行きました。焼くのはまだ先になりますが、集中力が増し、心が落ち着きました。友
人の工房ですので作ってみたい方がいらっしゃいましたらお声かけください。

児島会員 : 本日もスマイルしていただきました皆様に感謝してスマイルします。
 7件73,465円（累計1,022,500円）

創立30周年記念式典実行委員会　 　米山奨学生カウンセラー委嘱状授与
委員長　堀　川　辰　也

　創立30周年記念式典の日程が決定
しましたので、ご報告致します。
　令和４年５月８日㈰になります。
ゴールデンウィークと重なりますが、皆様日程の
調節をよろしくお願いいたします。
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本日のメニュー（３月29日）
人参のムースとコンソメジュレ
スズキとほたて貝柱のブイヤベース　ポワロのフォンデュ添え
よもぎのクレームブリュレと柑橘　　　パン　　　コーヒー

次回のメニュー（４月５日）
丼　物　鋤焼丼　牛肉　玉葱　結蒟蒻　京葱　椎茸　鋤焼餡
　　　　ちらし木の芽　温玉
酢　物　天然鯛 薄造り　大葉　花穂紫蘇　金魚草　紅玉　巻浅葱
　　　　酢橘　ぽん酢
和　物　菜の花お浸し霙とろろ和へ　桜海老素揚げ　糸花鰹
　　　　お浸しジュレ
赤出汁　浅蜊　若芽　刻み葱　粉山椒
香　物　胡瓜漬け　柚子大根　生茄子しば

　　会報部会／小林　龍平・駒井　孝宏

クラブ情報 クラブ情報 クラブ情報 クラブ情報 

３月お祝い行事

前回メニュー（3月22日） ： 桜鱒ちらし寿司

例会情報 例会情報 例会情報 例会情報 


